
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO．22８ 2017 年５月号        はつかいち市民図書館 

（2017 年５月 1 日発行)         電話（0829）20-0333 

                      廿日市市下平良 1-11-1 

ホームページ http://www.hiroshima-hatsukaichi-lib.jp/ 

《さくらぴあ展示》 

『科学っておもしろい！』 
 8 月 5日（土）に「米村でんじろうサイエンス

ショー」が行われるのに先立って 4月 16 日（日）

からチケット販売が開始されました。 

科学をもっと身近に感じてみませんか？ サ

イエンスショーに関する資料を展示しています。 

《中央展示》 

『山口マオ絵本原画展「わにわにの館」』 
  はつかいち美術ギャラリー・はつかいち市民図書館の

開館 20周年を記念して、5 月 28日（日）までの期間、

はつかいち美術ギャラリーにて「山口マオ絵本原画展「わ

にわにの館」が開催されています。「わにわに」シリーズ

全 5冊の絵本原画作品と、「わにわにのかるた」の原画

合計約 120点を一堂に紹介する全国初の展覧会です。 

 この展覧会と合わせて図書館では「わにわに」シリー

ズの著作者である小風さちさん、山口マオさんの著書や

絵本を展示しています。ぜひ手に取って見て下さい。 

今月の展示 

 

《企画展示》 

『吉和へGO！』 
GW は吉和へ行ってみませんか？ アウトド

ア、オートキャンプ、ゴルフ、山登り、釣りなど

の資料を集めて展示しています。自然豊かな環境

で楽しいひと時を過ごしましょう。 

いつもご利用ありがとうございます。おかげ様で、当館も２０周年を迎えました。 

これまで、多くの方にご利用いただき、子どもたちと本をつなぐ活動にも力をいれてきたことで、平成

２３年には文部科学大臣表彰を受賞するという、うれしい出来事もありました。利用者の皆様に育ててい

ただいたことをこの場をお借りして、感謝申し上げます。 

昨今は、インターネットで手軽に多量の情報を得ることができますが、それらの情報は、不確かなもの

も多いことが問題になっています。多様な情報を読み比べ、選び取る力が、私たち一人ひとりに求められ

ているようです。 

幸い図書館には、過去から蓄積された多様な資料がそろい、ネットワークでつながった他館から資料の

取り寄せもできます。調べ方の専門知識を蓄えた司書たちが必要な資料を探すお手伝いもしています。情

報の洪水の中でおぼれることなく、生涯学習や課題解決につながるお手伝いをしたいと思っております。

相談先の一つとして図書館を思い出していただけると幸いです。 

これからも、あらゆる世代から愛され、本と出会い、人と出会える、皆様にとっての居場所であるよう、

職員一堂取り組んでまいります。引き続きどうぞよろしくお願いします。 
 

                    はつかいち市民図書館長 山福 美佳 

 

 祝☆20周年 

 

「わにわにとあかわに」より 

ⒸMao Yamaguchi 2009 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 10日（月）から図書館で本を借りた方に桜の紙をお渡しし、本のタイトル・読んだ感想・お名前（ま

たはペンネーム）を書いて出していただくと、入り口のボードに貼って展示しています。 

現在、多くの方にご協力いただいて、満開の桜が咲きました。世間の桜はもう散りはじめていますが、は

つかいち市民図書館の読書の桜は５月中も咲いている予定ですので、ぜひご覧ください。 

なお、読書の桜は 5 月 26日（金）まで募集しています。先着 150名の方にはつかいちさくらちゃん（は

つかいち市民図書館Twitter
ツ イ ッ タ ー

キャラクター）のしおりもプレゼントしていますので、欲しい方はお早めにご

参加ください。 

＊＊＊ 今月の新刊（一般書） ＊＊＊ 

図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 

『図書館徹底活用術』寺尾隆／監修 洋泉社 015/ﾄ 

『グローバル・ジャーナリズム』澤康臣／著  岩波書店 S 070.4/ｻ 

『どんな時でも人は笑顔になれる』渡辺和子／著 PHP 研究所 159.6/ﾜ 

『英字新聞が語る日本史』デイビッド・セイン／著  秀和システム 210.6/ｾ 

『揺れる欧州統合英国離脱の衝撃』聖教新聞外信部／編 第三文明社  312.3/ﾕ 

『ルポ ネットリンチで人生を壊された人たち』ジョン・ロンソン／著  夏目大／訳 光文社 S 361.4/ﾛ 

『完全解説日本の火山噴火』島村英紀／著 秀和システム  453.8/ｼ 

『よくわかる境界性パーソナリティ障害』新版 林直樹／監修 主婦の友社 493.7/ﾖ 

『ばあちゃんの幸せレシピ』中村優／著 木楽舎 596.0/ﾅ 

『茶楽』ジョセフ・ウェズリー・ウール／著 磯淵猛／日本語版監修  岩田佳代子／訳  ガイアブックス 619.8/ｳ 

『撓まず屈せず』新井貴浩／著 扶桑社 783.7/ｱ 

『会話もメールも英語は 3語で伝わります』中山裕木子／著 ダイヤモンド社  837.8/ﾅ 

『いのちの車窓から』星野源／著 KADOKAWA 914.6/ﾎ 

『か「」く「」し「」ご「」と「』住野よる／著 新潮社 F/ｽ 

Twitter
ツ イ ッ タ ー

キャラクター 

はつかいちさくら 
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「ぶーぶーぶー」 

「ぷーぷーぷー」 

「ぱっぱっぱっ」 

あか、あお、きいろ、みどりの自動車

が音をたてて走っています。 

ことばに出合い、ことばを体に感じて

大きくなる赤ちゃんに。 

おふろが大好きなわにわに。蛇口をひ

ねって、お湯をためて、おもちゃを浮

かべます。準備が整って満足げなわに

わには「ずる ずり ずる ずり」とお

ふろによじのぼります。子どもたちの

生活にも身近なおふろ。さあ、わにわ

には何をして遊ぶのかな。 

「教科書、よし！ ノート、よし！」「わ

すれ物は、ひとつもなし！」。ピクルス

はカバンの中を点検して学校へ出かけ

ました。牛乳屋さんやパン屋さんの代

わりに配達もしました。でも大事なこ

とをひとつ忘れてしまったのでした。

「ピクルスのわすれ物」ほか３編。 

ちいさいプロペラ機は、飛行場の格納庫

の中で初めて空へ飛び立つ日を待ってい

ます。ある日、遠い外国から飛んで来た

大きなジェット機を見て、小さな自分が

はずかしくなります。「げんきを おだし 

プロペラくん」。ジェット機に励まされ、

いよいよ飛び立つ朝がきました。 

『ぶーぶーぶー』 
こかぜさち/ぶん 
わきさかかつじ/え 
福音館書店 
E/ﾜ 

『ゆびぬき小路の秘密』 
小風さち/作 
小野かおる/画 
福音館書店 
913/ｺ 
 

『わにわにのおふろ』 
小風さち/ぶん 
山口マオ/え 
福音館書店 
E/ﾔ 

『こぶたのピクルス』 
小風さち/文 
夏目ちさ/絵 
福音館書店 
913/ｺ 
 

『とべ！ちいさ
いプロペラき』 

小風さち/作 
山本忠敬/絵 
福音館書店 E/ﾔ 
 

引っ越したばかりの11 歳の少年バートラムは、

新しい町で石畳の古い路地「ゆびぬき小路」を見

つけます。ここで不思議なボタンが付いたコート

を手に入れたバートラムは、過去の時間にさかの

ぼることができるようになります。「お前さん、

どこでこの服を手に入れたね？」バートラムを呼

びとめたのは、ある仕立屋のおばあさんでした。 

  

  

はつかいち美術ギャラリーで開催中の「山口マオ絵本原画展 わにわにの館」

では、「わにわに」シリーズ全５冊の絵本原画と「わにわにのかるた」の原画、

約 120 点を展示しています。 

絵本とかるたのことばは、作家の小風さちさんによるものです。小風さんは、

幅広い年齢の子どもにたくさんのおはなしを創作しています。 

 

「わにわに」シリーズの
作者でおなじみ  



 

 

◎ちいさいこのためのおはなし会 

【対象】乳幼児 

【時間】1回目 1０時３０分～ 

2回目 11時～ 
 

※整理券をお渡ししています。 
相談カウンターにお申し付けください。 

 

☆おはなし会 

  【対象】幼児～小学校低学年 

  【時間】１１時～  
 

◆ストーリーテリングのおはなし会 
【対象】幼児～大人 

  【時間】１１時～ 
 
 

※場所はいずれも図書館会議室です。 

 

  

はつかいち市民図書館では、廿日市市内に活動拠点のある団体（読み聞かせボランティア・学

校・市民センター・児童会等）に団体貸出を行っています。利用をご希望の方はカウンターにお

尋ねください。 
 

貸出対象  廿日市市内で読書活動を行う団体 

貸出期間  ２ヵ月   貸出冊数  ２００冊（※視聴覚資料は個人視聴用なので貸出できません） 
 

 また、既にご登録いただいている団体の方も、毎年４月１日以降に利用登録の更新手続きが必要

となります。カウンターにある「平成２９年度団体貸出利用申込書」にご記入の上、提出してく

ださい。 
 

 

学校・保育園・ 

市民センター等公共施設 

 

角印または代表者印が 

必要となります。 

 

 

民間施設・福祉施設・ 

ＮＰＯ団体等 

（活動拠点を持っている団体） 

 

施設の住所を確認できるもの 

（郵便物）と、代表者印が必要

となります。 

 

読み聞かせボランティア等 

（活動拠点を持っていない団体） 

 

代表者の住所が確認できるもの

（免許証・保険証・郵便物等）と、

代表者印が必要となります。 

 

 

※利用カードを紛失した場合はご相談ください。 

カードの再発行は申し出があった日から２週間後以降に発行します。あらかじめご了承ください。 
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５月の図書館カレンダー 

団体利用貸出について 


